
 

令和 2年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版高等学校社会と情報（数研出版） 

副教材等 
社会と情報サポートノート（数研出版）、ミニマニュアルシリーズこれだけ！

Office2016ワード、エクセル、パワーポイント（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っている機械（コ

ンピュータ）に対して、理解を深め、良い使い方は何かを考えましょう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、ワークショップや演習等を通

して考え、友だちを含めた多様な考え方を学び、自分の考えを持ちましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１．情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させる。 

２．情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して，情報を収集，処理，表現させる。 

３．効果的にコミュニケーションを行う能力を養い，情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報や情報社会に関

心をもち，身のまわりの

問題を解決するため

に，自ら進んで情報及

び情報技術を活用し，

社会の情報化の進展

に主体的に対応しよう

とする。 

情報や情報社会にお

ける身のまわりの問題

を解決するために，情

報に関する科学的な

見方や考え方を活か

すとともに情報モラル

を踏まえて，思考を深

め，適切に判断し表現

している。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な技能を身

に付け，目的に応じて

情報及び情報技術を

適切に扱っている。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な知識を

身に付け，社会にお

ける情報及び情報技

術の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
実習作品 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
レポート、発表 
ＣＢＴの結果 
自己評価・相互評価 
等 

学習状況の観察 
課題作品 
発表 
実技テストの結果 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
ＣＢＴの結果  
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学校番号 117 



 

４ 学習の活動 

学

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１

学

期 

情
報
社
会 

・情報や情報社会についての意味を

理解する。 

・情報の特徴を理解する。 

・インターネットの特質と個人の責任，

心構えなどについて学ぶ。 

・コンピュータを利用した犯罪と，被害

者にならないための心構えを学ぶ。 

・コンピュータの健康への影響や，情

報格差への対応について学ぶ。 

・個人情報の流出の実態とその防止

方法について学ぶ。 

・個人情報とその保護などについて調

べる。      

・知的財産権の種類について学ぶ。 

・産業財産権について学ぶ。 

・著作者の権利と伝達者の権利につ

いて学ぶ。 

・著作権の例外規定や，著作権などの

侵害例について学ぶ。 

・著作物を利用する際の方法について

学ぶ。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a: 情報社会の諸問題について Web を利

用して調べようとしているか。 

・インターネットでのコミュニケーショ

ンの心構えについて関心を持っている

か。 

・著作権侵害の質問に対して，関心をも

って答えることができるか。 

b:著作権侵害の質問に対して，どのよう

な権利を侵害しているかを適切に思考

して判断できるか。 

c:電子メール，Web ページ作成，電子掲

示板，チャットなどのインターネット上

のコミュニケーションで適切な対応が

できるか。 

d:・インターネットの利点や問題点など

の特質について理解できるか。 

・インターネット上でのマナーやモラル

について理解できるか。 

・著作権の様々な権利を理解できるか。 

授業観察 

ワークシート 

CBT 

１

学

期 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・コミュニケーションの形態や，その変

化について学ぶ。 

・電子メールにおける機種依存文字や

添付ファイルについて理解する。 

・電子メールの同報機能について理解

する。 

・電子メールを利用する際の注意点に

ついて学ぶ。 

・Web ページの閲覧の仕組みについ

て学ぶ。 

・電子メールの送受信の仕組みにつ

いて学ぶ。 

・Web ページを使ったサービスについ

て学ぶ。 

・電子メールや Web，リアルタイムのコ

ミュニケーションについて学ぶ。 

・POS や ITS など情報システムの具体

的な例について学ぶ。 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: 情報の新しい解釈やよりよい表現を求

める意欲がみられるか。 

b: 受信者の置かれた状況を考えて添付

ファイルの利用を判断できるか。 

c: CCや BCC を適切に使い分けることが

できるか。添付ファイルを送信したり，受信

した添付ファイルの内容を確認できるか。

Web ページの閲覧でブラウザ，URL，リン

クについて実習しているか。 

d: コンピュータやインターネットの仕組み

が理解できるか 

授業観察 

ワークシート 

 



２

学

期 

情
報
安
全 

・パスワード，コンピュータウイルスとウ

イルス対策ソフトについて学ぶ。 

・不正アクセスとファイアウォールにつ

いて学ぶ。 

・個人情報の保護に関する法律や情

報公開について学ぶ。 

・商取引や不正アクセス，プロバイダな

どに関する法律について学ぶ。 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

a: ウイルス対策などの情報セキュリティに

対して，関心を持っているか。 

b: コンピュータウイルスに感染した時の

適切な対処法を判断できるか。 

c: 適切なパスワードやアクセス権を設定

できるか。 

d: 個人情報やプライバシーの保護に関

連する法律の意義や内容について理解し

ている。 

授業観察 

ワークシート 

CBT 

２

学

期 

デ
ィ
ジ
タ
ル
化 

・アナログとディジタルの意味，情報量

の単位を学ぶ。 

・AD，DA コンバータについて学ぶ。 

・2進数，10進数について学ぶ。 

・文字コードについて学ぶ。・圧縮の必

要性と形式について学ぶ。 

・標本化，量子化，符号化について学

ぶ。 

・標本化周波数と量子化の段階数に

ついて学ぶ。 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

a: さまざまな情報がディジタル情報と

してどのように表されるかについて関

心をもっている。 

b: さまざまなデータをディジタル化する方

法について考え，その結果を適切に表現

している。 

c: 光の三原色を加法混色するソフトウェ

アや画像の解像度や階調を変更できるソ

フトウェアを適切に操作できるか。 

d: ・2 進数，10 進数の相互変換の計算を

理解できるか。2 進数の四則計算ができる

か。 

授業観察 

ワークシート 

CBT 

３

学

期 

問
題
解
決 

・問題解決の意味を理解する。 

・問題解決の方法と手順を理解する。 

・情報収集の方法や適切な検索のキ

ーワードについて学ぶ。 

・AND検索，OR検索，NOT検索の考

え方を学習する。 

・表計算ソフトの基本的な関数につい

て理解する。 

・表計算ソフトの表を使った情報の視

覚化について学ぶ。 

・表計算ソフトを使ったグラフ化などの

実習を行う。 

・グラフから情報を読み取る際のポイン

トについて学ぶ。 

・グラフによる印象の違いや誤解のな

い表現について学ぶ。 

・情報を適切に表現し，スライドを作成

する。 

・プレゼンテーションを行い，相互に評

価する。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: テーマの設定から発表・評価まで作品

の制作に積極的に関わっているか。グル

ープ討論では，興味を持って話し合いに

参加し，積極的に発言しているか。他者か

ら受けた評価を元に改善に努めているか。 

b: 問題の構造分析を適切に行えるか。

情報収集や情報の整理・分析に必要なも

のは何かを考えているか。 

c: 問題解決にあたって適切な情報手段

を使うことができるか。表計算ソフトの関数

を適切に扱うことができるか。最適なグラフ

を選択できるか。文字の大きさ，配置など

情報が伝わりやく，デザインやレイアウトを

工夫し，受信者を考慮した表現をしている

か。 

d: 表計算の関数や参照を理解できるか。

問題の明確化，情報の収集，情報の整

理・分析，解決策の検討などの問題解決

の一連の流れを理解できるか。 

実習作品 

授業観察 

ワークシート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 



・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

 


